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内容の要旨及び審査の結果の要旨
暗所閾値電位（scotopictllresholdresponse，STR）の臨床応用は種々の夜盲性疾患や網脈絡膜ジ
ストロフイーの主病変部位の検索や，病態生理の解明に有用であると期待された．ところがＳＴＲの
記録前には長時間（約１時間）の暗順応を必要とし，さらに記録に長時間を要することがその臨床応
用に際し障壁となっていた．槌色光照射後の暗順応経過中の比較的早期に観察される陰性波はＳＴＲ
に類似しており，もしこの陰性波がSTRそのものであれば,この記録方法を用いることによってＳＴＲ
の臨床応用が容易になると期待された．この真偽を質す目的でネコを用いてＳＴＲとこの陰性波の特
徴を比較検討した．十分な暗順応後にｂ波の閾値（-4.8log）より２１oｇ弱い刺激光によりＳＴＲが出
現し始めた．白色腿色光を５分間照射した後に暗順応を開始し，一定の刺激光強度-3.9logでＥＲＧ
波形を記録すると暗順応開始後１５分頃よりＳＴＲ類似の陰`性波が出現し始めた．つぎに槌色光照射
後に暗順応を開始し,２５分の時点から刺激光強度を変化させてＥＲＧを記録すると-4.8logからＳＴＲ
類似の陰性波が出現し，‐3.9ｌｏｇからはｂ波類似の陽性波が出現し始めた．青色刺激光および赤色刺
激光に対する閾値の対数の差はＳＴＲおよび槌色光照射後に記録される陰性波とではほぼ一致した．
STRは杵体作動性の応答であるので，この結果から槌色光照射後に記録される陰性波はＳＴＲと同様
に杵体系応答であると推論された．γ-アミノーn-酪酸（γ-ammo-n-butyricacid，GABA）の硝子体
内注入後には槌色光照射後に記録される陰性波は消失したが，暗順応開始後２７分頃から出現し始め
るｂ波類似の陽性波の振幅は注入前に比べ増大した．またＧＡＢＡの硝子体内注入後には暗順応後に
記録されるＳＴＲは消失したが，ｂ波の振幅は増大しａ波はほとんど変化しなかった．以上の結果か
ら，槌色光照射後の暗順応経過中の比較的早期に記録される陰性波はＳＴＲそのものであることが判
明した．本報で確立したＳＴＲの新しい記録方法はＳＴＲ記録の時間を著しく短縮し，ＳＴＲの臨床応
用を促進すると期待される．
本研究は臨床網膜電図学に新しい手法を提唱するものであり,眼科学に寄与する労作と評価された．
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